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相　談

●８月　２日㊋　７～８カ月児健診
●８月　９日㊋　４カ月児健診
●８月　９日㊋　もうすぐ 1 歳健診
●８月２３日㊋　３歳児健診
●８月３０日㊋　１歳６カ月児健診

●８月　７日㊐　古閑医院　　　　　☎ 22-3000
●８月１１日㊍　小野主生医院　　　☎ 32-0039
●８月１４日㊐　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202
●８月２１日㊐　大阿蘇病院　　　　☎ 22-2111
●８月２８日㊐　阿蘇温泉病院　　　☎ 32-0881
●９月　４日㊐　市原胃腸科外科　　☎ 34-1211

在宅医

健　診

心配ごと相談
● 8 月 4 日㊍・18 日㊍　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122
法律相談（消費問題・不動産・土地・建物等に関すること）
● 8 月 4 日㊍　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122
年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 8 月 15 日㊊・9 月 5 日㊊　一の宮保健センター
● 8 月 8 日㊊・22 日㊊　農村環境改善センター
※時間はいずれも 10:00 ～ 15:00　
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503
消費生活相談
● 8 月 17 日㊌・9 月 7 日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市生活相談センター　☎ 22-3364
認知症カフェ（相談や悩みを語り合える憩いの場）
● 8 月 17 日㊌ 10:00 ～ 16:00　阿蘇保健福祉センター
● 8 月 18 日㊍ 10:00 ～ 16:00　一の宮高齢者センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122
障がい者相談（就業・生活）
● 8 月 16 日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎ 22-3167
登記相談（売買・贈与・相続等）
● 8 月 18 日㊍　10:30 ～ 15:00　阿蘇市役所
　問熊本地方法務局阿蘇大津支局　☎ 096-293-2272
あそ若者就労相談会（隔週月曜日）
● 8 月 8 日・22 日　10:00 ～ 16:00　ハローワーク阿蘇
　問たまな若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ ☎ 0968-74-0007

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●８月　３日㊌　水遊び・プール遊び
●８月１０日㊌　水遊び・プール遊び
●８月１７日㊌　簡単野菜クッキング
●８月２４日㊌　散歩に行こう計測日・誕生会
●８月３１日㊌　シャボン玉で遊ぼう

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●８月　２日㊋　人形劇観劇会
●８月　４日㊍　プール遊び
●８月　９日㊋　絵具遊び
●８月１２日㊎　どろんこ遊び
●８月１６日㊋　うちわ作り
●８月１８日㊍　ピザ作り
●８月２３日㊋　プール遊び
●８月２６日㊎　わいわい子育て相談会
●８月３０日㊋　誕生会・計測日
●９月　１日㊍　プール納め

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●８月　３日㊌　計測日・おみこし作り
●８月１０日㊌　ぴよぴよ夏祭り
●８月１７日㊌　ﾎﾞﾃﾞｨﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸ ・゙お話会
●８月２４日㊌　誕生会・お好み焼きﾊﾟｰﾃｨ ・ーお化け屋敷
●８月３１日㊌　親子触れ合い体操
●９月　５日㊊　作って遊ぼう ( 運動会準備 )

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

催 し

要予約

要予約

要予約

※診療時間 : 午前 9 時～午後 5 時
※受診の際は必ず保険証をご持参ください。

● ８月　７日㊐　中江岩戸神楽定期公演
　　　　　　　　（中江神楽殿、13：00～）
● ８月１５日㊊　なみの高原納涼まつり
　　　　　　　　（道の駅「波野」神楽苑、17:00 ～）
● ８月２０日㊏　阿蘇市民復興まつり
　　　　　　　　（内牧商店街周辺、15:00 ～）

く ら し カ レ ン ダ ー お 慶 び 寄 付＆

要予約

要予約

献 血

●８月１８日㊍　阿蘇市役所
　　　　　　　　（10：00～ 12:00／ 13:15～ 16:00）

要予約



工藤 真生　・　原田 文子　　　　(分 1 区)
山﨑 翔　　・　今村 優華　　　　(分 2 区)
浅川 拓哉　・　新飼 真里恵　　　(内牧2区)
吉村 嘉英　・　坂本 奈未　　　　(折 戸)
宮本 亮平　・　山本 幸江　　　　(元 黒 川)
高日 哲也　・　本田 ももこ　　　(坂 の 上)

　　氏名　　　　　　　　　  行政区

結　婚

米　寿

蒲池 幸人
家入 利夫
志賀 タケ子
園田 政光
坂ノ上 フクヨ
森 ミエ子

(古神3区)
(分2区)
(古城2区)
(西下原)
( 小 里 )
( 宇 土 )

廣瀬 與市
村上 ノブ子
渡邉 アイ子
今村 逸雄
森 咲子
山本 三三

(原の口)
(下役犬原)
( 西 町 )
(南黒川)
(南黒川)
( 乙 姫 )

氏名（行政区） 氏名（行政区）

寄　付

【阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）】
寄付者

小代 輝義
市原 俊一
藤岡 ツヤ子
井田 政徳
伊藤 妙子
下城 セツ
佐藤 京子
山口 浩憲
種子野 榮子
首藤 利哉

（行政区）
(西3区)
( 神 石 )
(古城4区)
(古城4区)
(内牧5区)
(西湯浦)
( 竹 原 )
( 永 草 )
( 枳 )
( 笹 倉 )

物故者
ハツミ
ミエ子
昭福
繁利
晨二
久男
明森
カツ子
昇
一子

続柄
亡母
亡母
亡夫
亡父
亡夫
亡夫
亡夫
亡母
亡夫
亡妻

赤ちゃん
（昭和 3 年 7 月生まれ） （6 月 30 日受付分まで）

（6 月 30 日受付分まで）

（6 月 30 日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ　 (行政区)
河村 怜

れ い

依ちゃん

山内 悠
ゆ う し ん

申くん

三井 優
ゆ う

ちゃん

髙木 優
う た

多くん

森本 彩
あ れ ん

蓮くん

山部 柚
ゆ ず き

紀ちゃん

柚上 流
る い

星くん

福島 なずなちゃん

辻 峻
し ゅ ん や

矢くん

岩下 愛
ち か い

癒ちゃん

藤山 月
る う あ

空くん

髙木 凛
り ん

ちゃん

古庄 心
こ こ ね

音ちゃん

柴田 陽
は る か

花ちゃん

髙橋 想
そ な

生くん

今溝 桃
り あ な

杏花ちゃん

今溝 恋
れ ふ あ

楓結ちゃん

井原 由
ゆ き

葵ちゃん

江藤 晴
は る き

葵くん

井 虎
た い が

冴くん

橋本 夏
な つ き

希ちゃん

岩本 最
も あ

愛ちゃん

中村 莉
り お

凰ちゃん

城戸 珀
は く と

龍くん

牧 颯
そ う た ろ う

太朗くん

川上 月
る あ

彩ちゃん

川上 結
ゆ い と

道くん

5月24日

5月25日

5月28日

5月30日

6月　6日

6月　7日

6月　8日

6月　9日

6月　9日

6月10日

6月10日

6月11日

6月13日

6月13日

6月14日

6月14日

6月14日

6月15日

6月22日

6月23日

6月26日

6月26日

6月27日

6月29日

6月29日

6月29日

6月29日

(東2区)

( 的 石 )

(内牧1区)

(西小園)

(西井手)

(内牧2区)

( 馬 場 )

( 車 帰 )

(古神3区)

( 立 塚 )

(古神3区)

(古神3区)

( 赤 水 )

(内牧4区)

(内牧2区)

(北1区)

(北黒川)

( 西 町 )

(黒流町)

( 桜 町 )

( 上 町 )

( 乙 姫 )

(内牧2区)

佳 晃

利 公

悟

誠 也

伸 夫

亮 太

隆之助

徳 士

敏 章

雄 志

貴 大

仁

雅 貴

裕 介

塁

雅 之

慶 将

優 成

賢 也

大 介

剛

健 太

久 光

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　

・

・

・

・

・

・

・

・

章 子

理 恵

麻 美

亜紗美

美 紀

麻 美

梢

ちあき

加奈子

里 美

加 苗

愛由美

美 貴

愛

樹 里

沙耶香

栞

静 香

ひろみ

あずさ

美 紀

冴 里

久美子
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（2016 年 6 月 30 日時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 27,385 人 12,969 人 14,416 人 11,409 世
帯

前月比 29 人 減 20 人 減 9 人 減 19 世
帯 増

出生 死亡 転入 転出

26 人 37 人 85 人 117 人

人の動き

※ 本ページ内の氏名は敬称を省略させていただいています。また、各情報は希望者のみ掲載しています。

龍　馬・里　沙 ( 北 2 区 )

智　文・三　春 ( 分 1 区 )
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田空わがまち自慢

ASO 田園空間博物館通信　No.66

車帰地区

第14回

“ もやいの精神 ”でどんな災害も乗り越えられる―。
大切なのは人との繋がり

平成 28 年熊本地震から３カ月が経とうとしている今、その報道は日々減少し、
静かに人々の記憶から忘れ去られていこうとしているように感じます。
しかし、阿蘇市にも、甚大な被害を受けた場所があり、壮絶な体験をした人たち
がいます。
今回は地域の女性特集として、車帰地区の皆さまの体験をご紹介します。いち早
く私たちが復興する手段として、たくさんの方々に当時の体験をお伝えできれ
ばと思います。

今回話を伺った車帰地区の皆さん
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月
下
旬
、車
帰
地
区
の
女
性
た
ち
と
会
う
約
束

を
し
て
、車
帰
公
民
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。そ

こ
に
は
い
つ
も
通
り
の
明
る
い
女
性
た
ち
の
笑
顔
が

あ
り
、温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
時
ま

で
は
、こ
の
車
帰
地
区
の
方
た
ち
が
一
体
ど
ん
な
体

験
を
し
た
の
か
、知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
震
直
後
、地
区
住
民
が
皆
、車
帰
公
民
館
に
集
ま

り
ま
し
た
。60
戸
あ
る
こ
の
地
区
で
、そ
の
う
ち
13
戸

は
全
壊
、こ
の
と
き
家
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
人

も
い
ま
し
た
が
、車
帰
の
男
性
、そ
し
て
地
元
消
防
団

が
す
ぐ
に
助
け
に
行
き
、大
き
な
け
が
人
は
１
人
も

出
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
女
性

た
ち
も
立
ち
上
が
り
、本
震
当
日
の
朝
食
か
ら
み
ん

な
で
食
材
を
持
ち
寄
り
、炊
き
出
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

明
る
く
な
っ
て
か
ら
周
囲
の
状
況
を
確
認
に
行
く

と
、な
ん
と
車
帰
周
辺
の
道
路
が
全
て
破
損
し
て
お

り
、こ
の
地
区
だ
け
孤
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
す
。こ
れ
で
は
支
援
物
資
な
ど
い
つ
来
る
か

分
か
ら
な
い
、と
に
か
く
み
ん
な
の
食
事
だ
け
は
ど

う
に
か
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
緊
迫
し

た
状
況
で
、壊
れ
た
家
に
も
入
り
、あ
り
っ
た
け
の
食

料
を
地
区
か
ら
集
め
、支
援
物
資
が
届
い
た
後
も
合

わ
せ
て
２
週
間
、朝
、昼
、晩
の
炊
き
出
し
を
続
け
た

そ
う
で
す
。自
分
の
家
の
こ
と
は
後
回
し
で
、「
全
壊

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
最
優
先
！
」と
、業
者
に
は
頼
ま

ず
地
区
住
民
だ
け
で
解
体
作
業
や
ガ
レ
キ
を
片
付
け

ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
同
じ
屋
根
の
下
で
の
共

同
生
活
。夜
に
な
る
と「
は
い
！
も
う
遅
い
け
ん
寝

る
よ
！
」と
大
人
た
ち
が
声
掛
け
し
、み
ん
な
で
就

寝
、翌
朝
起
き
た
ら
み
ん
な
で
ご
は
ん
を
食
べ
る
。出

か
け
る
と
き
は
公
民
館
か
ら「
行
っ
て
き
ま
す
！
」、

帰
っ
て
き
た
ら「
た
だ
い
ま
！
」。ま
る
で
地
区
の
全

員
が
大
き
な
家
族
の
よ
う
で
す
。今
ま
で
交
流
の
な

か
っ
た
幼
稚
園
児
と
高
校
生
が
交
流
す
る
こ
と
も
あ

り
、「
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
ね
」と
振
り
返
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

●あなたの地域の「サテライト」募集中！
皆さまの地域にある歴史や由緒ある場所、残しておきたい大切なも
の、伝統、文化などをサテライトに登録しませんか？お問い合わせは、
ＡＳＯ田園空間博物事務局（☎ 35-5077）までお願いします。

　

し
か
し
な
ぜ
、こ
ん
な
に
も
こ
の
地
区
の
住
民
は

団
結
力
が
あ
り
、家
族
の
よ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

昔
か
ら
農
業
の
盛
ん
だ
っ
た
こ
の
地
域
で
は
、「
自
分

ち
の
畑
、田
ん
ぼ
」と
い
う
概
念
が
な
く
、「
今
日
は
お

隣
さ
ん
ち
の
畑
を
皆
で
耕
し
て
、明
日
は
う
ち
の
畑

を
皆
で
耕
す
」と
い
っ
た
風
に
、地
区
全
員
で
農
業
を

行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。こ
の
習
慣
が
今
の
人
た
ち

に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
こ
の
地
域
の
団
結
力
の
強
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
ね
」と
、自
分
た
ち
が
頑
張
っ
た

こ
と
は
言
わ
ず「
消
防
団
の
人
た
ち
が
１
番
に
動
い

て
く
れ
た
の
よ
」と
他
の
人
た
ち
の
頑
張
り
を
伝
え

て
ほ
し
い
と
い
う
女
性
た
ち
。全
員
が
口
を
揃
え
て

「
地
震
の
あ
と
、改
め
て
、こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
！
と
思
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
大
変
な
経
験
を
し
て
も
、む
し
ろ「
良

か
っ
た
」と
言
え
る
皆
さ
ん
の
強
さ
、前
向
き
さ
、そ

れ
こ
そ
が
こ
の
地
域
を
支
え
て
い
る
源
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

み
ん
な
が
大
変
な
中
で
人
を
思
い
や
り
、人
の
た

め
に
動
く
人
た
ち
。こ
の『
も
や
い
の
精
神
』、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
災
害
だ
っ
て
乗
り
越
え
ら

れ
る
。一
番
大
切
な
の
は
や
は
り
、人
と
人
の
繋
が
り

な
ん
だ
と
、改
め
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
出
来
事
で

し
た
。

　

こ
の
車
帰
地
区
に
は
、地
区
住
民
が
み
ん
な
で
守

り
、生
活
用
水
と
し
て
活
用
し
て
き
た
水
源
や
、参
勤

交
代
で
使
用
さ
れ
た
石
畳
な
ど
、歴
史
と
自
然
と
人

の
繋
が
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
が
点
在
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
後
世
に
残
す
べ
き
地
域
の
宝
を
Ａ
Ｓ

Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
は
地
域
の
方
た
ち
と
と
も
に

守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

６

震災時、公民館での炊き出しの様子

【
今
回
話
を
伺
っ
た
車
帰
地
区
の
皆
さ
ん
】

（
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中
村
久
美
子
さ
ん
、舘
木
シ
ゲ
さ
ん
、藤
田
幸
代
さ
ん
、

中
村
貴
代
美
さ
ん
、松
村
一
美
さ
ん
、田
口
春
美
さ
ん
、

坂
口
き
み
子
さ
ん
、岩
村
悦
子
さ
ん
、宮
本
素
子
さ
ん


